




GOVERNOR'S Monthly Letter 

ガバナ一年度に感謝
R LI (ロータリー ・リーダーシップ研究会）次年度よりスタート
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国際ロ ー タリ ー第2510地区

2017-2018年度ガバナ ー 目� ll. 合; 且h
（函館 RC)

2017-18年度はとても恵まれた年であり
ました。地区幹事団を初め、多くの人に支えて戴
きました。特に12 名のガバナ ー補佐 ・ 地区各委
員長の素晴しい指導力のお陰で、2017-18 
年度の地区数値目標 ・ 推進目標のほぼすべてをク
リアする事が出来ました。すべてガバナ ー補佐 ・

地区委員長のお陰と深く感謝申し上げます。

『地区委員会にはクラブを支援する大きな役割がある』
その地区の窓口として、一年限りのクラブ支援

委員会を設置、委員会には迷わず渡邊葉子さんを
指名しました ( 2 年間地区米山記念奨学委員長と
しての後ろ姿を見て来ましたので、彼女なら出来
ると確信致しました ）。クラブ支援委員会は、ク
ラブから地区への要望の窓口としての役割の他に、
大役「RLI」 を第2 5 1 0地区で取り上げ、将
来のロータリーのリー ダー育成の1つのプログラ
ムを作る宿題をお願いしました。「無から有を生み
出す為」 1年間に亘る委員内での激論 ・ 勉強会 ・

他地区開催RLIセミナ ー ヘの参加（自己負担）
等々、並々ならぬ努カ ・ 苦労を間近で見ていたガ
バナ ーとしては、クラブ支援（委）委員の皆様に
心から敬意と感謝申し上げます。また、委員会開
催では、小山ガバナ ー（当時エレクト）• 福田ガ
バナ ーエレクト（当時ノミニ ー） ・ 酒井PG·羽
部PG ・ 嵯峨PG·玉井職業奉仕基本理念委員長
にも参加頂き、貴重なアドバイスを戴きながら、
委員会の最終結論として、メンバーにRLIを知
って戴く事が大切であるとの結論として、「RLI
体験セミー」を実施する事となりました。

『R L I part 1 体験セミナ ー 開催』
(R LIの研修の特色）RLI研修は、従来の講

義を開くスタイルではなく、決められたテー マに
ついて、みんなで意見を自由に出し合って討議す
る形式です。ディスカッション ・ リー ダーは進行
役で、質問を投げかけながら、各自の自発的な考
え方や意見を引き出していきます。参加者は解答
の結論を求めるのではなく、課題に対する参加者
の発言から自分自身の解答や方向性を見出す研修
方法となっています。

2 0 1 8年6月 9日（士）コンベンションセン
ター（札幌）にて 9時~1 7時まで、 「RLI
p a r t 1 開催」参加定員35名のところ38名
のロータリアンに参加頂きました。7、8名小グ
ループでのディスカッションを50分間で5セク
ションを行いました。
セクションカリキュラム内容 セクションリ ー ダー

A. リ ーダーシップの本質をつかむ 増E8幸久クラブ支援委員（北 斗）
B. 私のロ ー タリ ー世界 平川香織クラブ支援委員（柑巖手稲）
C. 倫理と職業奉仕 渡邊葉子クラブ支援委員長（杓掬眈）
D. 会員を引き込む 幅田武男ガバナーノミニー （千 歳）
E. 強いクラブを作る 玉井清治職業奉仕理念委員長（函館亀日）

セクションリー ダー5名の内、クラブ支援委員
会より3名が出ました。この事から、いかに委員
会の委員全員が努力したかがわかります。終了後、
受講者の感想を聞かせて頂き、小山司ガバナ ー

（当時エレクト）速決断すぐに、小山年度の諮問
委員会にて、ご意見を聞いた上で、小山年度から
始めたいとの強い意志の下、7月10日諮問委員
会開催、PGのあたたかいご支援を頂き、小山年
度(2018-19年）より第2510地区で実施す
る事となりました。将来のロータリーリー ダーを
育てる為のひとつのプログラムとして皆様のご参
加を心より願っております。

また、舟本秀男様（札幌南RC)には、本年度
もロータリーイメージ向上の為、「財界さっぽろ」
にて毎月ロータリーの事業を無償で掲載して戴い
ております。これは舟本様のロータリーに対する
ご理解とロータリーに対する期待のもと、咋年 ・

今年 ・ 次年度と3年に亘り第2 5 1 0地区6 9ク
ラブの事業等又地区各委員会事業等を載せて頂く
事により、ロータリーがいかに素晴らしい奉仕事
業をしているかをご紹介して頂いております。ま
た1月、登別グランドホテルにて開催した 「入会
3年未満新会員セミナ ー」においては丸山淳上P
Gと共に舟本様にも講師をお引き受け頂き、若者
にとって、とてもインパクトあるお話を聞かせて
戴きました。そして、第4·5グループ合同IM
では、講師として素睛らしいお話を聞かせて戴き、
その他にも、色々な所でご協力ご支援を戴きまし
たことを、地区ガバナ ーとして心よりお礼と感謝
申し上げます。

最後に、ガバナ ーとして、沢山の素晴しい体験
の中より2 つのことを紹介致します。

①公式クラブ訪問（ 函館圏除く）5 7クラブを
家内と2 人で車で11, 000km走り、ホテルに
は53泊しました。各クラブには、あたたか
い歓迎をして戴き、その後、地区大会（函館）
にて再びお会いした時の感動は、私と家内に
とって生涯の宝となりました。

②3年前デジグネ ートの時、初めて参加したの
が長沼国際フェステイバルでした。そして、
3年後、ガバナ ーの最後に再び長沼国際フェ
ステイバルに参加出来た事は、私共にとって
素晴らしい思い出となりました。これからも
応援します！頑張って！

私にとって、ガバナ ー年度は、人に恵まれ、皆
様のご協カ ・ ご支援により、無事ガバナ ーとして
の役割を終える事が出来ました。心よりご協カ ・

ご支援戴いた方々に深く感謝すると共に、これか
らも、良き友としてお付き合い戴ける事を切にお
願い申し上げます。また次年度小山司ガバナ ー年
度にも、今以上のご支援をお願い申し上げます。
素晴らしい体験の数々ありがとうございました！
心より感謝！
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